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総合訓練結果報告の概要 

 

１．訓練の目的 

本訓練は、「伊方発電所 原子力事業者防災業務計画第２章第７節」に基づき、原子力防災組 

織が原子力災害発生時に有効に機能することを確認するとともに、訓練により抽出した課題に

対して改善活動を実施して防災体制の充実を図ることを目的として実施したものである。また、

発電所内における緊急時の活動について訓練を実施することにより原子力防災組織要員の緊急

時対応能力の更なる向上を図ることを目的としている。 

 

２．実施日時および対象施設 

（１）実施日時 

  平成２６年７月１１日（金）８時４５分～１４時５８分 

（２）対象施設 

   伊方発電所３号機 

 

３．実施体制、評価体制および参加人数 

（１）実施体制 

   平日勤務時間帯における以下の体制で訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

   活動班ごとに評価者を選任し、第三者の観点から手順の検証や対応の実効性等について評 

価した。また、評価者による評価結果や訓練後の振り返りにおいて今後の課題を抽出した。 
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（３）参加人数 

全体人数 ２４７名 

    ＜内訳＞  

     伊方発電所 ： １６５名 

     原子力本部（原子力施設事態即応センター（松山））：５０名 

本店（原子力施設事態即応センター（高松））：３０名 

東京支社：２名 

 

４．原子力災害想定の概要 

  地震を起因として、伊方発電所３号機の全交流電源が喪失して原子力災害対策特別措置法（以

下、「原災法」という。）第１５条事象に至るとともに、タービン動補助給水ポンプの故障によ

り蒸気発生器の全給水機能が喪失して炉心損傷に至る原子力災害を想定した。 

  伊方発電所１、２号機については、外部電源が喪失するが非常用ディーゼル発電機（以下、

「Ｄ／Ｇ」という。）による交流電源の供給により使用済燃料ピットの水位および温度に影響は

ない想定とした。 

（１）訓練の前提 

ａ．想定事象  

      平日通常勤務時間帯に地震（伊方町：震度５強）が発生 

   ｂ．発電所の状態 

     １号機：停止中（燃料は使用済燃料ピットに全数保管中） 

     ２号機：停止中（燃料は使用済燃料ピットに全数保管中） 

     ３号機：運転中 

   ｃ．通信設備 

     ＮＴＴ電話、携帯電話：使用可能 

     ＰＨＳ、ページング、インターホン：使用可能 

（２）事象進展時系列 

想定時刻 事 象 

8:45 地震により３号機原子炉が自動停止 

9:15 余震により１，２、３号機の外部電源が喪失（Ｄ／Ｇ起動成功） 

9:30 ３号機の全交流電源が喪失（Ｄ／Ｇ故障） 

10:00 ３号機の全交流電源が３０分以上喪失【原災法第１０条事象】 

空冷式非常用発電装置による３号機への電源供給失敗 

10:30 ３号機の全交流電源が６０分以上喪失【原災法第１５条事象】 

11:00 ３号機の蒸気発生器への全給水機能が喪失（ﾀｰﾋﾞﾝ動補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障）

14:00 ３号機の炉心が損傷（炉心出口温度３５０℃超過） 

14:45 空冷式非常用発電装置による３号機への電源供給開始 

14:58 訓練終了 
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５．防災訓練の項目 

  総合訓練 

 

６．防災訓練の内容および評価結果 

  以下の要素訓練を組み合わせたシナリオ非提示型の総合訓練および伊方発電所災害対策本部 

 と原子力施設事態即応センター（松山、高松）との連携訓練を実施した。なお、原子力施設事 

態即応センターにおける活動についてはシナリオ提示型の訓練を実施した。 

 要素訓練毎に設定した目標に対して達成状況を確認するとともに評価を行った結果、シナリ

オ非提示型の訓練において、原子力防災組織要員は迅速かつ的確に状況判断、対策の検討およ

び意思決定を行い、各役割に応じた適切な活動を実施できており、原子力防災組織が原子力災

害時に有効に機能することを確認した。また、原子力施設事態即応センター（松山、高松）に

ついては、シナリオ提示型の訓練において事象発生から速やかに防災体制の確立を行うことが

でき、各機能班の役割分担に応じて必要な災害対策活動が実施できることを確認した。 

 各要素訓練の訓練内容および評価結果は以下の通りである。 

（１）防災訓練 

   災害対策本部の活動について実動訓練を行い、「４．原子力災害想定の概要」の状況把握や 

伊方発電所と原子力施設事態即応センター（松山、高松）との情報連携を実施した。 

評価の結果、確実な情報収集および情報整理、速やかな体制発令および対策本部の設置な

どの目標に対して、事象進展に応じて速やかに体制を発令して対策本部を設置するとともに、

ＴＶ会議システムなどを使用した情報連携が実施できていることを確認した。 

（２）通報訓練 

  原子力規制庁への通報連絡および社内関係個所への情報連絡を実施した。また、原子力施

設事態即応センター（高松）から他の原子力事業者および原子力緊急事態支援組織への支援

要請に係る連絡を実施した。 

評価の結果、目標時間内における通報連絡ＦＡＸ文の送信、社外関係機関への通報内容の

確実な連絡などの目標に対して、目標時間内に通報連絡ＦＡＸ文を送信できており、社内関

係者への情報連絡および社外関係機関への通報が確実に実施できていることを確認した。 

（３）ＡＭ訓練 

アクシデントマネジメント（以下、「ＡＭ」という。）ガイドラインを使用した運転上の措 

置の検討を実施した。 

評価の結果、ＡＭガイドラインを使用した運転上の措置の速やかな検討などの目標に対し

て、事象進展によるプラントの状況変化に応じて運転上の措置が検討できていることを確認

した。 

（４）緊急時対応訓練 

   事象進展に伴う緊急時対応訓練を実施した。具体的な個別の活動内容は以下の通りである。 

評価の結果、１５０分以内に３００ｋＶＡ電源車による給電を実施するなどの目標に対し

て、災害対策本部からの指示に基づいて遅滞なく活動できていることを確認した。 

  ａ．電源確保 

・空冷式非常用発電装置３、４号による給電準備を実施し、中央制御室より同装置を起 

動した後、故障による自動停止を状況付与して停止した。 
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    ・３００ｋＶＡ電源車による給電を実施した。（実際の給電は模擬） 

  ｂ．水源確保 

    ・中型ポンプ車による補助給水タンクへの海水補給の準備を実施した。 

     （準備途中で炉心への海水注水の作業に移行したため、準備作業は中断した。） 

    ・炉心および原子炉格納容器への海水注水のため、放水ピットを水源として中型ポンプ 

車および加圧ポンプ車を配置し、海水を送水するためのホース敷設を実施した。 

    ・原子炉格納容器再循環ユニットおよび高圧注入ポンプへの冷却水送水のため、海水ピ 

ットを水源として中型ポンプ車（２台）を配置した。（海水を送水するためのホース 

敷設は模擬） 

  ｃ．配管接続 

    ・充てんポンプ自己冷却化用のディスタンスピースの接続準備を実施した。 

     （準備途中で炉心への海水注水の作業に移行したため、準備作業は中断した。） 

    ・代替炉心注入用ディスタンスピースの接続準備を実施した。 

    ・加圧器逃がし弁操作用のＮ２ボンベおよび可搬型蓄電池の接続を実施した。 

     （実際のＮ２ガスの供給および電源ケーブルの接続は模擬） 

    ・原子炉補機冷却水系統への海水注入用ディスタンスピースの接続準備を実施した。 

    ・原子炉格納容器再循環ユニットの冷却用海水放出用ディスタンスピースの接続準備 

を実施した。 

  ｄ．燃料補給      

     ・中型ポンプ車等への燃料補給（軽油）を実施した。（実際の補給は模擬） 

     ・３００ｋＶＡ電源車への燃料補給（軽油）を実施した。（実際の補給は模擬） 

   ｅ．アクセスルート確保 

     ・ホイールローダーを使用し、木材などの撤去を実施した。 

（５）モニタリング訓練 

   敷地内のモニタリングおよびモニタリングポスト等の監視および情報収集を実施した。 

評価の結果、屋外における線量率およびよう素濃度を６０分以内（初回）に測定するなど 

の目標に対して、遅滞なく活動できていることを確認した。 

 

７．今後に向けた改善活動 

原子力災害発生時における防災体制の更なる充実と、原子力防災組織要員の緊急時対応能力 

の更なる向上を図るため、訓練後の反省会や外部参加者との意見交換の中から情報共有の方法

などの今後に向けた課題を抽出して改善を図るとともに、その改善内容について関係者に周知

した。 

  今回の訓練において抽出した課題に対する主な改善活動は以下の通り。 
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（１）防災訓練（通報訓練およびＡＭ訓練を含む） 

 ａ．災害対策本部（伊方発電所）   

今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

３００ｋＶＡ電源車を用いた復旧活動におい

て、３００ｋＶＡ電源車により給電できる設備

の説明を図面上で実施していなかった。対応操

作は図面上で確認することを徹底する必要があ

る。 

事故拡大防止策の確認については図面上で

確認することを徹底することとし、関係者に

周知した。 

緊急時対策所の書画カメラの画像を大型スクリ

ーンに映していたが、映像が見えにくいため改

善する必要がある。 

書画カメラの画像を改善するため、書画カメ

ラの機種を変更した。また、書画カメラの映

像を既設の卓上モニタおよびプロジェクタ

を使用して表示できるようにした。 

緊急時対策所内の総括等が使用するマイクが不

足していた。 

緊急時対策所内のマイクの配置を見直し、総

括の席にマイクを常設した。 

情報連絡班の活動について、通報連絡ＦＡＸの

送信実績を災害対策本部内に報告できていない

ケースが見受けられた。通報連絡ＦＡＸの送信

実績を確実に周知する必要がある。 

ＦＡＸ送信担当者は、マイクを使用して通報

連絡ＦＡＸの送信実績を災害対策本部内に

周知することを徹底することとし、関係者に

周知した。 

情報連絡班の活動について、異常事態連絡様式

（第２報以降）の第２５条報告の記載がＥＡＬ

の時系列のみであり、その他のプラント状況が

記載できていなかった。プラント状況を分かり

やすく記載する必要がある。 

異常事態連絡様式（第２報以降）の第２５条

報告の記載について、これまでの経緯が分か

るようにプラント状況を含めた記載にする

こととし、関係者に周知した。 

運転班の活動について、中央制御室からの電話

連絡をもとにプラントパラメータをホワイトボ

ードに記載していた。中央制御室からプラント

パラメータをＦＡＸ送信してもらい、そのまま

ホワイトボードに貼ったほうがミスが発生しに

くい。 

プラントデータの連携について、実際のプラ

ントパラメータの確認は緊急時安全状態表

示システム（ＴＳＣ）で確認できるが、それ

が故障した場合はＦＡＸかＰＨＳのいずれ

かで対応することになる。どちらが効率的で

正確に情報が伝わるか検討し、関係者に周知

する。 

運転班の活動について、プラント状況の報告時

に総括等からプラント状況の追加の確認があっ

た。総括等が求める情報を予想し報告すること

が望ましい。 

総括等へプラント状況を報告する場合は、事

象進展に応じて適切なプラントパラメータ

を把握しておくよう改善を図ることとし、関

係者に周知した。 

運転班の活動について、書画カメラを使用して

ＥＡＬチェックリストを説明していたが、周辺

の人はあまり見ていないように見られた。（文字

も見えにくい感じがした） 

書画カメラの画像を改善するため、書画カメ

ラの機種を変更した。また、書画カメラの映

像を既設の卓上モニタおよびプロジェクタ

を使用して表示できるようにした。 
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今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

運転班の活動について、プラント情報などを緊

急時対策所内に周知する場合には、ホワイトボ

ードの情報をカメラで大画面モニタに映すなど

周知方法の改善が必要である。 

プラント情報などの情報の共有化のため、運

転班が社内電子掲示板に入力した情報を既

設の卓上モニタおよびプロジェクタを使用

して表示できるようにした。 

調査復旧班の活動について、現場の一部の班に

対するプラント状況の周知が適切にできていな

かった。 

プラント状況について、全ての班へ周知が適

宜適切に行えるよう改善策を検討する。 

調査復旧班の活動について、屋外作業の状況は

発電所全体図を使用して作業状況が一目で分か

るよう工夫されていた。屋内作業状況について

も見える化することが望ましい。 

屋内作業状況について、見える化を検討す

る。 

調査復旧班の活動について、運転班からの依頼

事項を記載した紙を保管しているが、保管の運

用などが決まっていないため紛失する可能性が

ある。 

運転班から渡される依頼事項を記載した紙

について、保管および回答状況の管理・運用

方法を検討する。 

調査復旧班の活動について、空冷式非常用発電

装置が起動後に自動停止（故障）するよう状況

付与した。今回の訓練においては、従来通りに

運転員の準備ができてから中央制御室にて同装

置を起動したが、電源確保班による現地起動の

準備完了のほうが早かったことから、電源確保

班による現地起動を指示していれば、少しでも

早く同装置の健全性を確認することができた。

電源確保班の緊急時対応手順書の見直しを

検討する。 

技術支援班の活動について、災害対策本部要員

から見えにくい位置に緊急時対策所エリアモニ

タを設置していた。 

緊急時対策所エリアモニタの設置場所を多

くの災害対策本部要員から見えやすい位置

に変更する。 

総務班の活動について、一次、二次の協力会社

における避難状況等の連絡窓口は元請け会社と

しているが、協力会社ごとに具体的な窓口を明

確化し情報連携を確実にすることが望ましい。

伊方発電所に常駐する協力会社（一次、二次

含む）の連絡網を定め、当社と協力会社が共

用できるようにマニュアルを作成する。 

総務班の活動について、マニュアルに記載して

いる現地確認者の準備品（手袋、カメラ）等に

過不足が見受けられる。 

現場確認者の持参品や準備品を再度見直し、

その見直し内容をマニュアルに反映する。 

報道班の活動について、社内広報関係者への情

報連携はできていたが、プラントの状況変化に

応じてもう少し速やかな情報連携に努める必要

がある。 

社内広報関係者への情報連携について、プラ

ントの状況変化に応じて速やかに実施する

こととし、関係者に周知した。 
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今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

報道班の活動について、プレスからの問い合わ

せに適切に対応できていたが、対応状況につい

て緊急時対策所内にも情報連携する必要があ

る。 

プレスからの問い合わせの対応状況につい

て、必要に応じて総括へ報告することとし、

関係者に周知した。 

 

 ｂ．原子力施設事態即応センター（松山）（災害対策本部（原子力本部））   

今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

情報連絡班の活動について、伊方発電所からの

情報をホワイトボードに記載しているが、さら

に情報が増えた場合のホワイトボードの使用方

法について、伊方発電所の状況等も参考に検討

する。 

伊方発電所で活用している模造紙の使用や、

ホワイトボードに記載した内容をカメラで

保存してホワイトボードを新たに使用する

などホワイトボードの使用方法について検

討を行い、関係者に周知する。 

トーンリンガー※による情報受信内容は共有す

べき重要な情報が多く含まれることから、トー

ンリンガーによる情報受信中は本部内のマイク

を使用した連絡・報告等の情報共有を一時的に

中断したほうがよい。 

トーンリンガーによる情報受信中はマイク

を使用した情報共有を一時中断することを

情報連絡班長が周知するとともに、中断され

ない場合には中断を指示することとし、関係

者に周知した。 

トーンリンガーによる情報受信内容は共有すべ

き重要な情報が含まれることからスピーカを通

して本部内全体に聞こえるようにしているが、

災害対策本部（原子力本部）からの発声がスピ

ーカに出力されないことから、災害対策本部（原

子力本部）からの発声内容も本部内で共有でき

るようにしたほうがよい。 

トーンリンガーの対応者は通話時にマイク

を使用することとし、関係者に周知した。 

事象進展解析を別の部屋で実施していることか

ら、解析者と評価者との連携の効率化を検討す

ることが望ましい。 

連絡要員を１名設置することで対応するこ

ととし、関係者に周知した。 

災害対策本部（原子力本部）内の情報共有手段

として、野外モニタのトレンドグラフ表示のた

めの集計表を準備していたが、訓練中にグラフ

をスクリーンに表示して活用する機会がなかっ

た。情報共有手段として有効と思われるので、

活用することが望ましい。 

スクリーンを有効活用し、災害対策本部（原

子力本部）内におけるモニタリングデータの

的確な情報共有に努めることとし、関係者に

周知した。 

 ※トーンリンガー：複数個所の同時通話が可能な社内専用回線 
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 ｃ．原子力施設事態即応センター（高松）（災害対策本部（本店））   

今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

トーンリンガー使用時や災害対策本部（本店）

内でのマイクを使っての周知中にＴＶ会議の音

量を状況に応じて調整できるようにすれば更な

る良好なコミュニケーションを図ることができ

る。 

トーンリンガー使用中や災害対策本部（本

店）内での周知時には、ＴＶ会議（現場の情

報収集目的で使用中）の音量を下げるなど調

整することとし、関係者へ周知した。 

災害対策本部（本店）内で情報を周知する際に、

起立してマイクで周知する者とそうでない者が

あり、確実な情報連携の観点から起立またはマ

イクの使用を徹底することが望ましい。 

現在、災害対策本部が活動する会議室とは別

の会議室（７０１会議室）にマイクを保管し

ているが、すぐに使用できるように、災害対

策本部が活動する会議室（７０３会議室）に

保管する。また、災害対策本部（本店）内で

の周知方法について検討を行い、関係者へ周

知した。 

現状のホワイトボードだけでは視認性がよくな

いため、ホワイトボード数を増やして表示スペ

ースを確保するなどの改善が必要である。 

現在のホワイトボードだけでは、発電所から

発信される情報をすべて掲載することは難

しいため、ホワイトボードの追加を検討す

る。また、ホワイトボードを設置するスペー

スには限りがあることから、模造紙の使用ま

たはカメラの使用で情報を残す手段につい

ても検討を行い、関係者へ周知する。 

プレスへの発表内容は、単に事象の進展状況を

伝えるだけでなく、それに対する当社の対応状

況または対応計画などを入れるように留意する

ことが望ましい。 

原災法１０条、１５条以降においては、オフ

サイトセンターと調整しながら当社の対応

状況についても公表できるように努めるこ

ととし、関係者へ周知した。 

放射線被害状況の評価方法の資料を的確に準備

できるように、資料の内訳、保管場所等を設定

しておくことが望ましい。 

放射線被害状況の評価方法の資料の内訳、保

管場所についてマニュアルに反映する。 

今回の訓練では各班、役割の識別のため、本店

総務部よりビブスを借りたが、これは本来一般

防災用に総務部が使用するものであるため、原

子力用にビブスを用意しておく必要がある。 

必要数のビブス購入を検討し、訓練時および

災害対策本部（本店）設置時には使用できる

ようにする。 

災害対策本部（本店）内のホワイトボードに記

載する内容が、主要時系列の他に情報が混在し

ていた。ＥＡＬなどの情報を区分して記載する

とともに、そのためのホワイトボードの追加が

必要である。 

ホワイトボードへの情報の掲載方法につい

て、災害対策本部（本店）内で情報共有でき

るように、ＥＡＬ情報とプラント状況を分け

て主要時系列を分かりやすく記載すること

とし、関係者へ周知した。 
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（２）緊急時対応訓練   

今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

電源確保班の活動について、給電準備作業のケ

ーブル布設において端部養生がテーピング処理

であったことからテープ取り外しに時間を要し

た。 

容易に取り外しが可能なキャップ等の取り

付けによる端部養生への検討を行う。 

電源確保班の活動について、３００ｋＶＡ電源

車用高圧変圧器の端子と電源車ケーブルの接続

はボルト、ナットで固定しているが、接続時に

落として紛失等したときの対応用の予備のボル

ト､ナットがない。 

予備のボルト、ナットを配備する。 

水源確保班およびポンプ車操作班の活動につい

て、資機材の使用前チェック項目が不明であっ

た。 

資機材使用前チェックシートを作成する。 

配管接続班の活動について、ディスタンスピー

スのシート面の養生が不足している。 

ディスタンスピースのシート面保護対策と

して、養生方法の見直しを実施する。 

燃料補給班の活動について、ミニローリーや資

機材倉庫の鍵を各隊の要員が持って出発した

が、慌てれば忘れる可能性がある。 

燃料補給班が使用する全てのキーを纏めて

保管するキーボックスを設置する。 

 

（３）モニタリング訓練   

今回の訓練において抽出した課題 改善活動内容 

モニタ指示値を監視するためのシステムと技術

支援班との距離が離れているため、モニタリン

グ班から技術支援班へのタイムリーな報告がで

きない。 

モニタ指示値を監視するためのシステムに

近い場所に技術支援班を配置することとし、

緊急時対策所内のレイアウトを見直した。 

よう素の測定結果(計数率)からよう素濃度への

換算、検出限界値の計算をマニュアル、電卓を

使用しているため、入力ミス等の可能性がある

とともに、計算に時間を要している。 

パソコン、タブレット等に計算式を設定して

おくことにより、正確性、迅速性を図る。 
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８．前回の訓練を踏まえた改善活動の確認結果 

  前回の総合訓練（平成２５年１０月８日実施）における改善計画について、今回の訓練にお 

いて確認できる全ての活動内容が有効であったことを確認した。 

今回の訓練において確認した主な結果は以下の通り。 

（１）防災訓練（伊方発電所） （通報訓練およびＡＭ訓練を含む） 

前回の訓練を踏まえた課題 改善内容の確認結果 

ＴＶ会議システム（社内）を用いて、緊急時対

策所の別室にてプラント状況の説明を行った

が、同システムについて発電所外との情報共有

を目的とした活用の検討が必要である。 

今回の訓練において、緊急時対策所内にＴＶ

会議システムを移設して社内関係個所への

報告などを行い、運用性について検証を行っ

た。その結果、伊方発電所と原子力施設事態

即応センター（松山、高松）との情報共有に

有効であったことから、今後も本運用を継続

する。 

災害対策本部内および発電所外関係個所の情報

共有手段として大型モニタおよび社内電子掲示

板を用いているが、更なる情報共有の向上を図

るための活用の検討が必要である。 

今回の訓練において、緊急時対策所の大型ス

クリーンを書画カメラ専用として使用し、情

報共有の方法について検証を行った。また、

本部長の机上にＯＡパソコンを新規配備す

るとともに、今回の訓練において活動班ごと

の状況について社内電子掲示板による情報

共有を実施した。その結果、書画カメラおよ

び社内電子掲示板の活用は情報共有に有効

であったことから、今後も本運用を継続す

る。 

安全対策の検討において複数の対応策を検討し

ていなかった。このため、シナリオにとらわれ

過ぎず、状況に応じた対応策の検討を行う必要

がある。 

今回のシナリオ非提示型訓練において、訓練

者がシナリオにとらわれずに状況を把握し

て対応策の検討、実施を行った。その結果、

原子力防災組織要員が各役割に応じた適切

な活動が実施できることが確認できた。今後

も訓練目的に応じてシナリオ非提示型訓練

を実施する。 

通報連絡ＦＡＸ文を防災管理者の机で読みあわ

せていたが、修正文の最終確認などが実施され

ていなかった。通報連絡ＦＡＸ文の最終確認が

必要である。 

今回の訓練において、通報連絡ＦＡＸ文は書

画カメラを使用して記載内容を確認した。そ

の結果、関係者による確実な確認ができたこ

とから、今後も本運用を継続する。 

訓練参加者が着用するビブスについて、１色だ

けであることから役割が分かりにくい。このた

め、ビブスの色分け、班名などの表示が必要で

ある。 

今回の訓練において、緊急時対策所内の活動

班は班別に色分けしたビブスを使用した。今

後も本運用を継続する。 
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前回の訓練を踏まえた課題 改善内容の確認結果 

原子力施設事態即応センターとの連携、プレス

対応、複数号機の同時発災など訓練対象範囲を

拡げた総合訓練を実施する必要がある。 

今回の訓練において、原子力施設事態即応セ

ンターとの連携を含めた活動を実施した。今

後も訓練目的に応じて発電所外との連携や

複数号機の同時発災など訓練対象範囲を拡

げた訓練を計画する。 

ＡＭガイドライン対応を含めた総合訓練を行う

必要がある。 

今回の訓練において、要素訓練の一つとして

ＡＭ訓練を実施した。今後も訓練目的に応じ

てＡＭ訓練を取り入れた総合訓練を計画す

る。 

災害対策本部の総括を１名指名しているが、総

括をプラント対応に専念させるため、総務班お

よび報道班を専任する総括を指名してはどう

か。 

従来より総括は必要に応じて原子力防災管

理者が複数指名できるが、所長代理（事務）

を総括に指名できるように社内規定を改正

した。今回の訓練において、総括は２名体制

とした。その結果、総括の負担が軽減できた。

今後も訓練内容に応じて本運用を継続する。

情報連絡班の活動において、ホワイトボードに

多くの情報を記載していたが、情報量がさらに

増えた場合には記載する場所がなくなる。この

ため、ホワイトボードに貼りつけた模造紙等に

情報を記載するなど多くの情報量を記載・整理

できる方法の検討が必要である。 

今回の訓練において、各活動班がホワイトボ

ードに模造紙を貼って情報を記載した。その

結果、情報量が多い場合においても情報の保

存に有効であったことから、今後も本運用を

継続する。 

運転班および調査復旧班の活動において、プラ

ント状況、緊急時対応設備が分かる一覧表の作

成について検討が必要である。 

今回の訓練において、プラント状況、緊急時

対応設備が分かる資料を使用した。その結

果、災害対策本部内の活動方針の情報共有に

有効であった。今後、更に資料の充実を図る

とともに、資料の最新化のルール作りを行

う。 

技術支援班の活動において、気象情報などの周

知情報が口頭によるものであった。このため、

周知内容を分かりやすくする改善を図る必要が

ある。 

今回の訓練において、ホワイトボードを使用

しながらモニタリング情報の情報共有を実

施した。その結果、災害対策本部内における

情報共有に有効であったことから、今後も本

運用を継続する。 
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（２）緊急時対応訓練   

前回の訓練を踏まえた課題 改善内容の確認結果 

水源確保班の活動において、ホース延長車に配

備されているホース締付金具を使用すれば効率

的に作業ができた。 

ホース延長車の収納箱に収納している資機

材等が、外面から容易に内容物が確認できる

よう表示を取り付けた。その結果、取り付け

た表示が作業の効率化に有効であることを

確認した。 

屋内における活動において、全交流電源喪失時

の対応であることを踏まえ、照明がない状況下

での訓練を実施する必要がある。 

今回の訓練において、屋内の一部の活動エリ

アについては照明を消灯した状態でヘッド

ライトを使用して活動を実施した。その結

果、活動エリアの照明を消灯した状態におい

てもヘッドライトにより活動が可能である

ことを確認した。 

アクセスルート確保班の活動において、騒がし

い場所での活動を考慮し、無線機～イヤホンな

どの工夫を検討する必要がある。 

今回の訓練において、イヤホンを使用して通

話を実施した。その結果、騒がしい場所での

通話においてイヤホンの使用が有効である

ことを確認した。 

 

（３）モニタリング訓練 

前回の訓練を踏まえた課題 改善内容の確認結果 

モニタリング班の活動において、仮設気象観測

設備の設置・配線がスムーズに実施できていな

かった。 

緊急時に迅速に設置を完了させるため、仮設

気象観測盤と通信ユニットとの接続を圧着

端子からコネクタ式に変更するなどの設備

改造を実施した。その結果、仮設気象観測設

備の設置・配線をスムーズに実施できること

を確認した。 

                                        

 

 

 

 以 上 
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要素訓練結果報告の概要 

 

１．訓練の目的 

本訓練は、「伊方発電所 原子力事業者防災業務計画第２章第７節」に基づき実施する要素訓

練であり、手順書の適応性や必要な要員・資機材等の検証を行い、対応能力の向上および得ら

れた知見から改善を図ることを目的としている。 

 

２．実施日時 

（１）実施日時 

   平成２５年１０月９日（水）～平成２６年７月１１日（金） 

（２）対象施設 

   伊方発電所 

 

３．実施体制、評価体制および参加人数 

（１）実施体制 

   「添付資料」の通り。 

（２）評価体制 

   評価者を選任し、第三者の観点から手順の検証や対応の実効性等について評価した。また、 

評価者による評価結果や訓練後の振り返りにおいて今後の課題を抽出した。 

（３）参加人数 

   「添付資料」の通り。 

 

４．訓練の概要 

（１）通報訓練 

ａ．平成２５年度第４回目 

   伊方発電所３号機において原子炉格納容器内で一次冷却材の漏えいが発生し、原子炉停止

操作（モード３整定）後に漏えい量が増加して安全注入信号が発信する事象を想定したシナ

リオ非提示型の訓練により、関係個所への通報連絡を実施した。 

ｂ．平成２６年度第１回目 

   伊方発電所２号機の放射線管理区域内における火災発生を想定したシナリオ非提示型の訓

練により、関係個所への通報連絡を実施した。  

（２）ＡＭ訓練 

   伊方発電所３号機において一次冷却材喪失が発生し、さらに安全系電源が喪失したことに

より非常用炉心冷却設備および蒸気発生器への全給水機能が機能せず炉心溶融に至る事象を

想定したシナリオ非提示型の訓練により、アクシデントマネジメントガイドラインを使用し

た運転上の措置の検討を実施した。   

（３）緊急事態支援組織対応訓練 

   伊方発電所３号機において一次冷却材の漏えいが発生し、非常用炉心冷却設備の作動失敗

に至る事象を想定したシナリオ提示型の訓練により、原子力緊急事態支援センターへの通報

および発電所構内における資機材（ロボット）操作を実施した。 
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５．訓練の評価結果 

（１）通報訓練 

ａ．平成２５年度第４回目 

   連絡責任者から当直長（模擬）にプラント状況の確認を行うなど、シナリオ非提示型の訓

練において適切に対応できていることを確認した。また、ＥＡＬの確認についても適切に実

施できていることを確認した。なお、プラント状況をより適切に連絡する観点から通報連絡

ＦＡＸの記載内容に改善の余地があることを確認した。 

ｂ．平成２６年度第１回目 

   連絡責任者から当直長（模擬）にプラント状況を確認して早期に通報を行うなど、火災事

象に対するシナリオ非提示型の訓練において適切に対応できていることを確認した。なお、

事象確認後に社外通報の準備と並行して社内への連絡を早期に実施できなかったなど、情報

連携の方法について改善の余地があることを確認した。 

（２）ＡＭ訓練 

   アクシデントマネジメントガイドラインを使用した対応策の検討と並行してシビアアクシ

デント対策設備の使用準備を開始したことにより、原子炉格納容器の破損防止を図ることが

できた。なお、緊急時対策所全体のコミュニケーションに改善の余地があることを確認した。 

（３）緊急事態支援組織対応訓練 

   災害対策本部（本店）から原子力緊急事態支援センターへの支援要請および、原子力緊急 

事態支援組織と連携した資機材（ロボット）の操作が適切に実施できていることを確認した。 

なお、災害対策本部（本店）から原子力緊急事態支援センターへの連絡に使用する衛星携帯 

電話の電波状態がよくなかったことから通信用資機材に改善の余地があることを確認した。 

 

６．今後に向けた改善活動 

  要素訓練で抽出された課題および今後に向けた改善活動は、「添付資料」の通り。 

 

 

以 上  

 

 

＜添付資料＞ 

   要素訓練の概要 



                                                                                                         添付資料 

                                  3 

                               要素訓練の概要 

 

（１）通報訓練 

 ａ．平成２５年度第４回目 （訓練実施日：平成２６年２月１８日、参加人数：１２名） 

概要 
実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練担当者)
評価結果 当該期間中の課題 今後に向けた改善活動 

伊方発電所３号機において原子炉

格納容器内で一次冷却材の漏えい

が発生し、原子炉停止操作（モー

ド３整定）後に漏えい量が増加し

て安全注入信号が発信する事象を

想定したシナリオ非提示型の訓練

を実施 

①連絡責任者 

②連絡当番者および研修者 
良 

プラント状況をより適切に連絡す

る観点から通報連絡ＦＡＸの記載

内容に改善の余地があることを確

認した。 

通報連絡ＦＡＸの記載内容が不十

分であると確認した個所につい

て、通報訓練者に対して訓練終了

後に周知を実施した。 

 

ｂ．平成２６年度第１回目 （訓練実施日：平成２６年４月２４日、参加人数：１４名） 

概要 
実施体制 

（①訓練責任者、②訓練担当者)
評価結果 当該期間中の課題 今後に向けた改善活動 

伊方発電所２号機の放射線管理区

域内における火災発生を想定した

シナリオ非提示型の訓練を実施 

①連絡責任者 

②連絡当番者および研修者 
良 

事象確認後に社外通報の準備と並

行して社内への連絡を早期に実施

できなかったなど、情報連携の方

法について改善の余地があること

を確認した。 

事象確認後の社内への連絡を早期

に実施することについて、通報訓

練者に対して訓練終了後に周知を

実施した。 
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（２）ＡＭ訓練（訓練実施日：平成２５年１１月２７日、参加人数２２名） 

概要 
実施体制 

（①訓練責任者、②訓練担当者)
評価結果 当該期間中の課題 今後に向けた改善活動 

伊方発電所３号機において一次冷

却材喪失が発生し、さらに安全系

電源が喪失したことにより非常用

炉心冷却設備および蒸気発生器へ

の全給水機能が機能せず炉心溶融

に至る事象を想定したシナリオ非

提示型の訓練を実施 

①原子炉主任技術者 

②災害対策本部要員［伊方］ 

 （運転班、調査復旧班） 

良 

災害対策本部内のコミュニケーシ

ョンに改善の余地があることを確

認した。 

災害対策本部内において指示・報

告を行う場合は、必要人員を集め

るなど注意喚起して周囲が聞いて

いることを確認するよう関係者に

周知を実施した。 

 

 

（３）緊急事態支援組織対応訓練（訓練実施日：平成２６年２月２７日、参加人数：８名） 

概要 
実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練担当者)
評価結果 当該期間中の課題 今後に向けた改善活動 

伊方発電所３号機において一次冷

却材の漏えいが発生し、非常用炉

心冷却設備の作動失敗に至る事象

を想定したシナリオ提示型の訓練

を実施 

①災害対策本部［本店］ 

情報連絡班 班長 

②災害対策本部要員［本店］ 

（情報連絡班） 

災害対策本部要員［伊方］ 

（情報連絡班、調査復旧班） 

良 

災害対策本部（本店）から原子力

緊急事態支援センターへの連絡に

使用する衛星携帯電話の電波状態

が良くなかったことから通信用資

機材に改善の余地があることを確

認した。 

機種の異なる衛星携帯電話を追加

配備した。 
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